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る o J/j 11 I土、 1983年 10月と 1984年 12月および 1985年 1月の 3Il:にわ
たり、それぞれ数日間滞在した。われわれの知りえたドンデーン村
からの移住は．コンケン県西部とウドンタニ県の西南部に集中して





















I I -1 北モー村の位置
北モ一村（ウドン県シープルアング郡ノンムオング区）は、外界
とふたつのルートでむすばれている．ひとつは、県庁所在地である










成立して 35-37 年（ l 9 8 4年調査時）になる北モー村には、まだ電














I I -2 北モ一村の成立経過




アングナムパート J （柱 3）とよぼれる人々であり、中央タイ語とも
l 0 
タイラーオ話とも異なるルーイ方主を常用語とした．

















1 0 0ライくらいだった．土地によって 2,000 から 3,000 パーツ、品




チャイヤプム県チャットラート 1罰ノ〈ーンタン区のプ 7 サートの村の
出身者である．エート氏t土、ハーナーディーにでた父規とともに、
ヤングロ一村のそぼのドクリエット村に移住した 0 193 9年のことで


























































7 プンミー： ［男 l 生後すぐに死亡
ドンデーン村では、両規はトゥングボーに水田を約 30ライもって
いた．収量は年間 200-300 プング5)(2 ,400-3. 600キログラム）だっ
たが、 200 プング以七を消費した．豊作年には余剰米は売らず、自
給用としてカチョー（カゴ）に入れて保管していた．チャンディ一
氏（ l 9 1 4年生まれ）は次のように 1940年ごろのドンデーン村を開恕
する．
「他の豊かな村人 l主、余った米を隣市タープラの中国人に lハー






















ファットの 3 人はコークパクング村で 8 、7年間すごす．チャンデ











たりの子供、カイ（弟）夫婦、それにファット夫婦の 3 I仕掛が 3 台
の牛車を駆って、 'IX.の地点経由して北モー村へむかった．
第 1 日：ノンムアング村［泊］
第 2 日： ドンポ一村 I泊］
第 3 日：ノンプロンチェング村（シープンルアング郡）［泊］













する．内訳は水 ml ライ、森林 19ライである．この年の収量は 70プ
ングであった．足らなかったので、当時のヨート村長が所有する水
聞を 1 ライにつき 15ノくーツで耕作し、村内で飯米を購入した．当時
の相場は 10プンがあたり 3 パーツである．
3年目には問闘を 8 ライに拡彊し， 250 プング以上の収穫があっ
た．さらに 4年目は 10ライほどに広げて 500 プング以 tの収量をえ
ている．そして、 8 年目にルーイ県出身者のヌー氏より新たに 20ラ
イの水間を 10,000パーツで購入した。 7年目、カイ（兄）氏はドン
デーン村へ民ったときにケナフとトウガラシの維をえて、北モ一村
にもち帰り主主培をはじめた．ケナフは lライほど植えたところ約 1• 
000 キログラムとれ、シープンルアングの市場で売り、 250 パーツ
をえたという．当時の売値はキログラムあたり 25サタンである．ま
た‘ トウガラシででも 100 パーツ以 i二の収入があった．さらに、サ
トウキピをも栽培しはじめたのは約9 年目で、サトウ汁をとり、厚
み3 センチくらいの筒状の闘形にしたものを l倒 lパーツで売って
いる．砧初に 600 佃つ〈り‘シープンルアングで完売した．近年（ 1 




クパクング村で S 年余りをすごしたのち‘ Jtモー村へ入っている（













2 世帯と共同し、初年度は 120 プングの前収穫を 40プングずつ 3 等
分した． 『ヘットナムカン・キンナムカン』（共働・共食）だっ
1 5 







200 プングの収量をえている．必要に応じて‘モチ米は l プングあ

































をとっていたからだ．わしらは兄弟 7入、両規2 人の計 9 入、さら
にドンデーン村の知人だったノイ氏とその主で、牛事 5 台のグルー
プだった．ほかに（チャン氏自身の）母方の規族（クルア・ヤート
）が 7 、8 人コークプング村まで同行し、見送ったあとでドンデー
ン村へ帰った J
その行程 lま 3 日であった• I泊目はドンポ一村（コンケン県ムア
ング部）、 2泊目はタナ一村（ウドン県ムアング郡）ですごし、 3
日日にコークパクグ村に到着したという．ノ
到着後、両却は 30ライの士地（ナーパー）を買い、 500 プング（









くことをすすめてくれた．そこで 1957年、わしの家旗 7 人は、 ドン
ハン村からハー十一ディーきていたミー・ソッターじいさんとパー
ばあさんの家脹 7 人の計 14人で、牛車7 台（うち 5 台はチャン氏の
もの〕で移動した．コークパクング村をでるとき、水守二と牛以外は
すべて売り、約 7,000 パーツの金をつくった. J 






「1年目は 170 プングの米がとれたが、 11 ）とても足らなかっ
1 7 
た．わしは他人の水聞を耕作しないで、魚4尾と米 1 カゴ（約 2 キ
ログラム）を村内で交映するなどして米をえた．ほかにはキログラ
ムあたり 3 パーツだったケナフを植え‘ 100 キロはとった．自給聞
にウリ、赤タマネギ、タバコやトウガラシなどもつ〈った．』
2年目、チャン氏は水田を約 15ライに弘大して 300 プング以上を
える. 6年目を迎えるころには水聞は 22ライほどになり、収量も so
0-700 プングに増加した. 12年目にはほぼ現在の規模になり、通常
800-1.200 プングの収量がある．ちなみに 1983年は 1, 1 0 0プングが







































ト村に 20ライの水聞をもっていた．平年で 150 プングほど、豊作年
では 200 プングほどの米が収穫できたが、 「砂状の土壌で質がよく
なく、ひんぱんに皐魅にみまわれた』水田であった．エート氏が 13 




0-500 パーツでフ 7 サート村の知人に売却している．









3 、 4年目には自分たちの土地で l5ライほどの；永田耕作ができる
ようになり、約 200 プングが収穫できた. 7年目（ 19 4 8年）、 20歳
になったエート氏 l主、ヤングロー村山身の蝕ソムシーと結婚するた
めにノイ村（旧北モ一村. 19 4 2年開村）へ婚入する．エート氏の両
親 l士、以後もドンクリヱット村に住んだ．実の両親が日らチャツプ













にあるタードゥア村で現在の実と結婚、 8 人の子供（うち 2 人は死





くかの畑と 10ライの水聞をタードゥア村の知人に計 1, 5 0 0パーツで








が十分に食べるのに 200 プングは欲しかったんだが......J 
ティン氏自身の水田は 3年目を迎えて耕作可能となる．議林 20ラ
イは 5 、8 ライの森林と 14、 15ライの水田にかえられた．そして、
この年は 150 プングの収穫があった. I 2) 
「当時、ハーナーディーで ~t モ一村に移住した多くの人々は、先
住者が確保していたい〈らかの水田を買って、移住したその年から
耕作したものだが、自分はそれほどの金銭的余裕がなかった 0 J 
翌4 年目（ 1955 年）には、同じ水図面積で、前年の倍である 300
プングの収量があった．しか．し‘収穫後ティン氏は、水田を合めた









到にあてられた J .新しい土地を耕作した翌年、 200 プングの米が
とれた．翌年‘その次の年と、ティン氏は水田 i面積を徐々に鉱大




売りわたし、ティン Lもは 8,000 パーツで現荘の 42ライの士地（内訳
は水 HI2 oライ、議林 22ライ）を手に入れた 0 1957年のことである．
翌年には‘この水田から 600 プングの米が収穫された．以後．ティ
ン氏は土地の売買はせずに今日に至っている．北モー村に移住後、




















































































































































者がいた．両組は.100 ライの森林を 1000 パーツで購入したほか、
空家だった現在の家と毘敷地を 60パーツでえた・田岡t:R争き、 5 、





























らに阿部内のノングトン村へ註いて 24ライの土地を 260 パーツで買
いつけた．そして．次女の夫が先にここへ単独で入村し開墾する．













































けてでるんじゃよ J • 16) 
さらに、飯米を求める行動に加えて．タイラーオ族の男性にはさ
まざまなかたちでの一時離村的な行動が顕著である．よ〈知られる
/i1稼ぎに限らず‘ 「嫁さがし J （レン・サオ）や各地に散住する親 f 1:'?－ー τ三i







をもってしまうこの行動 l士、社会移動（social aobi Ii ty）のひとつ
2 7 
































林 行夫． l S 8 4. 「モータムと『呪術的仏教』：東北タイ・ドン
デーン村におけるクン。プラタム信仰を中心に j fアジア経済
2 8 
』 25(10): 77-98. 
Kirsch, A. Thoaas. 1966. Developmental and Soial Mobility 
among the Phu Thai of Northeast Thailand. Asian 
~ 6 (7) :370-378. 




























































































査〉によって行なわれた。現地調査は、 1981年度に 7ヶ月間、 1983
年度には 12ヶ月間行なわれた。調査者の数は、初年目が日本人 16
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